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１．研究計画の概要 

本研究は，接合部の务化を考慮することで
伝統的木造建築の地震時挙動を解析的に明
らかにすることを目的としている．接合部の
务化が建物の構造性能に及ぼす影響を定量
的に評価することは極めて重要であるが，接
合部種類の多様性に加え务化そのものの不
確定性により，体系的な研究は行われていな
いのが現状である．本研究では従来からの力
学モデルに含まれていなかった楔の弛緩と
木材の务化を定量的に評価することにより，
务化が伝統的木造建築に及ぼす影響を定量
的に明らかにする．更に，提案した力学モデ
ルを用いて実在する伝統的木造建築の地震
被害の検証を行うことを目的とする． 

 

２．研究の進捗状況 

本研究の主要な目的及び進捗状況は以下
のとおりである． 

(1)务化を考慮した伝統的木造接合部の力学
モデルの提案 

楔３種類を対象とした接合部実験を行い
その構造性能に関する評価を行った．本研究
で対象としている建長寺仏殿・法堂で用いら
れている柱貫接合部の形状を範とし，その縮
小模型を対象とした実験を行った．更に，木
材の材料試験を行い基礎的な特性を明らか
にするとともに，木材の务化に関する既往の
研究成果との整合性を検討した．上記を踏ま
えて，楔等木材を重ねた場合のめりこみ特性
に関する力学モデルを検討した． 

(2)接合部の务化を考慮した伝統的木造建築
の構造性能評価 

建長寺仏殿・法堂を事例として，接合部の
構造性能を考慮した解析モデルを提案し，解

析を行った． 

(3)伝統的木造建築の地震応答解析と地震被
害検証 

 地震観測により計測された加速度記録と
微動測定結果の比較検討を行った．同時に，
(2)の解析結果との比較検討を行っている． 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している． 

（理由）接合部実験，材料実験および地震観
測は既に進行している．地震応答解析結果と
地震観測の結果が必ずしも一致していない
ため，解析モデルの修正が必要である． 

 

４．今後の研究の推進方策 
 地震観測で得られた応答値と提案したモ
デルを用いた地震応答解析結果との比較検
討を更に詳細に行い，接合部等のモデル化の
精度を向上させる． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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